
 
現況の把握

第１回 R1/11/25

第２回 R2/6/25

第３回 R2/10

第４回 R3/1～3

第５回 R3/4～6

第6回 R3/7～9

第７回 R3/10～12

現況の把握

検討の進め方確認 駅構造の紹介

駅構造の検討①

まちの将来像の検討② 都市構造（ゾーニング）検討①

基本構想（原案）

基本構想（素案）

☆パブリックコメント（意見聴取）

第８回 R4/1～3

●本委員会の位置付けを確認するとともに検討地区の現況について紹介

●本委員会での検討の進め方（ロードマップ）を確認。
●第３回以降でまちの将来像を検討するために地区の特性やアンケート調査
結果などを提示

●まちの将来像を検討
●第４回以降でまちにふさわしい駅構造を検討してもらうために、その比較検討
資料を提示
●まちの課題を抽出するとともに検討の優先度を確認

●まちの将来像のまとめ
●将来像に合った都市構造のあり方について提示
●第3回で短期（早期）に検討すべきとしたまちの課題について検討
●都市構造に合った駅構造を検討

●まちの将来像に合った都市構造まとめ
●第３回で短期（早期）に検討すべきとした課題の対応について検討

●第３回で中長期に検討すべきとしたまちの課題について今後の進め方も
あわせて検討
●基本構想（原案）の整理

課題の抽出

短期課題（早期）の検討①

短期課題（早期）の検討②

中長期期課題の検討

地区の特性確認

駅構造の検討②

●基本構想（素案）の整理

●意見聴取結果を報告
●基本構想（案）を整理基本構想（案）

都市構造（ゾーニング）検討②

※直近の意見聴取 【京都府立大学地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）】

⑤⑥⑦ワークショップ（府立大学）※

アンケート調査（府立大学）

☆意見交換会（意見聴取）

●検討の進め方について

①②③ワークショップ（府立大学）※

④アンケート調査（府立大学）※

R2年度

R1年度

R3年度

H30年度

まちの将来像の検討

※京都府立大学地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）
府域の課題等に的確に対応した地域振興、産業・文化の発展等に関する調査・研究活動の推進を図るため京都府立大学で実施されているプログラム
平成３０年度より「近鉄小倉駅周辺における市民との協働型まちづくりのあり方検討」が採択

資料１

今回

番号 実施日 形式 内容 対象

① H31/2/19 商店関係者
② H31/3/12 近鉄小倉駅東側住民
③ H31/3/13 近鉄小倉駅西側住民

④ R1/9/24～
10/18 アンケート調査 地域の様々な課題に対する実情を把握するためのアンケート調査（対象：約7,600世帯） 近鉄小倉駅周辺住民

（居住世帯）
⑤ R2/1/25
⑥ R2/1/28
⑦ R2/2/7

ワークショップ

ワークショップ 近鉄小倉駅周辺全住民④のアンケート調査結果を踏まえたワークショップ（3回）

現況調査結果（約6,700件の建物目視調査）と既存の統計資料のマップデータをもとに、まちの課
題などについてのワークショップ（3回）


